
 
 

令和８年５月２２日 

 

第 79 回カンヌ国際映画祭における日本映画公式出品作品等の支援状況について 

 

 

（１） 日本映画公式出品作品について 

「コンペティション」部門の公式出品作品は以下の通りです。 

・『ナギダイアリー』（深田晃司監督） 

（文化庁文化芸術振興費補助金「日本映画製作支援事業」令和７年度採択） 

・『箱の中の羊』（是枝裕和監督） 

・『急に具合が悪くなる』（濱口竜介監督） 

（文化庁文化芸術振興費補助金「国際共同製作映画支援事業」令和７年度採択） 

 

※その他部門を含む出品作品一覧は別紙【参考１】を参照。 

 

（２） 「ジャパン・パビリオン」の出展  

日本映画の情報発信拠点として「ジャパン・パビリオン」を出展し、以下のような取

組を行いました。また、今回のパビリオン及び（３）のブースのデザイナーに、監督週

間に作品がノミネートされた矢野ほなみ監督を起用し、特別な空間を演出しました。 

 

○期間：令和８（2026）年５月 12 日（火）～23日（土）  

○会場：ヴィレッジインターナショナル リヴィエラ 

○ブース面積：100 ㎡（パビリオン 75㎡、テラス 25㎡） 

〇取組内容 

① 公式出品作品の紹介（動画、画像展示） 

② 日本映画に関するミーティング、取材、プレス発表等の会場提供 

③ 公式出品作品関係者、海外事業関係者を招待した交流会 

④ 「Film Frontier Global Networking Program」 ※詳細は（２）を参照 

⑤ 『Japanese Film 2026』の配布など日本の製作支援制度の紹介    など 

 第 79 回カンヌ国際映画祭において、世界各国から選ばれた作品がパルムドール（最

高賞）をかけて競う「コンペティション」部門に日本映画が３作品ノミネートされまし

た。 

なお、コンペティション部門等の授賞式は、現地時間５月 23日（土）20 時 15 分（日

本時間５月 24日（日）４時 15分）目途で開催見込みです。 



 

（３） 「Film Frontier Global Networking Program」の開催 

 ５月 13日（水）にジャパン・パビリオンにおいて、「Film Frontier Global Networking 

Program」を開催しました。伊藤学司文化庁長官による冒頭挨拶の後、「クリエイター支

援基金」の支援を受けてクリエイター育成プログラムを開発中の団体及び育成対象者に

よる状況報告や企画プレゼンテーション、石川慶監督のゲストトーク、関係者交流会等

を行いました。 

 

〇令和６年度補正予算「クリエイター等支援事業（育成プログラム構築・実践）」に取り

組む団体及び事業名 

・アットムービー「ATMOVIE GLOBAL TRACK」 

・映像産業振興機構（VIPO）「Film Nexus-Pro」 

・Tokyo Docs「ドキュメンタリー国際人材育成プロジェクト(J-Docs Hub)」 

・日本映画撮影監督協会（JSC）「Cinematic Quantum: The Innovative Eye of a 

Cinematographer」 

・東京藝術大学「映像リサーチセンターDoCK：産学官＜共創＞研究拠点の構築」 

・塚本学院（大阪芸術大学）「国際アニメーション人材育成プログラム構築・実践事業」 

〇令和５年度補正予算「クリエイター・アーティスト育成支援事業」の採択事業 

「Film Frontier」（受託者：公益財団法人ユニジャパン）の育成対象者 

・太田信吾 映画監督・俳優 

・川和田恵真 映画監督 

・中西舞 映画監督 

・長谷井宏紀 映画監督・脚本家 

・飯塚陽美 映画監督 

・佐久間啓輔 映画監督 

・早川千絵 映画監督 

・山下つぼみ 映画監督 

・金子由里奈 映画監督 

・草野なつか 映画作家・脚本家 

・たかはしそうた 映画監督 

・藤元明緒 映画作家 

・吉原裕幸 プロデューサー 

〇同「Film Frontier」による支援作品 

 ・『ホウセンカ』（CLAP/木下麦監督） 

 ・『MINT』（白組/小森よしひろ監督） 

 ・『花緑青が明ける日に』（アスミック・エース/四宮義俊監督） 

 ・ストップモーション時代劇『HIDARI』（dwarf/川村真司監督・小川育共同監督） 

 



 

 『HIDARI』については、併設映画見本市の「アヌシー・アニメーションショーケース」

に選出され、５月 17 日（日）のプレゼンテーションの際に、主演声優としてキアヌ・リ

ーブスの起用が決まったことが発表されました。 

なお、「クリエイター支援基金」については、進捗報告会を６月５日に開催予定です。

４月 15 日及び５月 20 日の報道発表をご覧ください。 

 

（４） 併設映画見本市における「ジャパン・ブース」の出展 

併設映画見本市に「ジャパン・ブース」を出展し、我が国企業及び団体が日本映画の

海外広報・営業活動の拠点として活用しました。  

 

○期間：令和８（2026）年５月 12 日（火）～５月 20日（水） 

○会場：併設映画見本市メイン会場パレ・デ・フェスティバル 地下１F 

○ブース面積：42 ㎡（出展者スペース/受付/スタッフスペース/倉庫等含）  

○共有ブース使用企業：８社・団体 

〇取組内容 

① 海外セールス自社企画 PRのための商談スペース、ミーティングポイントの提供 

②セールス作品の紹介動画・ポスター・チラシ等の掲示による広報宣伝 など 

 

本件問合せ先 

文化庁参事官（芸術文化担当）付 

 コンテンツ振興室 相原、河北 

  【代表】03－5253－4111（内 2827） 

      03－6734－2062（直通） 



【参考１】第 79 回カンヌ国際映画祭における日本映画公式出品作品 

※カンヌ国際映画祭公式ＨＰ https://www.festival-cannes.com/en/the-selection/ 

 

■「コンペティション」部門 

・『ナギダイアリー』（深田晃司監督） 

（文化庁文化芸術振興費補助金「日本映画製作支援事業」令和７年度採択） 

・『箱の中の羊』（是枝裕和監督） 

・『急に具合が悪くなる』（濱口竜介監督） 

（文化庁文化芸術振興費補助金「国際共同製作映画支援事業」令和７年度採択） 

 

■「ある視点」部門 

・『すべて真夜中の恋人たち』（岨手由貴子監督） 

（文化庁委託事業「ndjc:若手映画作家育成プロジェクト」平成 21年度参加） 

・『タイタニック・オーシャン』（コンスタンティナ・コヅァマーニ監督） 

（ギリシャ・日本・ドイツ・ルーマニア・フランス・スペイン国際共同製作作品） 
 

■「カンヌプレミア」部門 

・『黒牢城』（黒沢清監督） 

（文化庁文化芸術振興費補助金「日本映画製作支援事業」令和７年度採択） 
 

■「ラ・シネフ」部門 

・『また雨が降るのか』（黄昭鴻監督） 
 

■クラシック部門 

・４Ｋ修復版『姿三四郎』（黒澤明監督） 

 

■シネマプラージュ部門 

・リストア版『新幹線大爆破』（佐藤純弥監督） 

 

■「監督週間」 

・ショートフィルム『Eri』（矢野ほなみ監督） 

（文化庁「メディア芸術クリエイター育成事業」令和４年度参加） 

・『我々は宇宙人』（門脇康平監督） 

 

■その他（併設国際見本市公式プログラム「アヌシー・アニメーションショーケース」） 

・ストップモーション時代劇『HIDARI』（dwarf/川村真司監督・小川育共同監督） 

（令和５年度補正予算「クリエイター・アーティスト育成支援事業」支援作品） 

https://www.festival-cannes.com/en/the-selection/


【参考２】ジャパン・パビリオンの様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考３】「Film Frontier Global Networking Program」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考４】ジャパン・ブースの様子 

  

 



 

（別紙１）「Film Frontior Global Networking Program」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙２）日本映画の創造・振興プラン 

 


